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はじめに
　われわれは、動物を用いて研究
をおこなうときは、できるかぎり
動物が被る苦痛を軽減しなければ
ならない（“Refinement”：「洗練」）。
そのためには、実験動物が被る苦
痛を適正に評価することが必要で
ある。しかし、もの言わぬ動物の
苦痛を評価することはむずかし
い。動物の苦痛を評価するために
は、その行動や臨床データ（たと
えば、体重減少や血中のストレス
マーカーなど）を観察することが
おこなわれてきたが、それらの評
価法は時間がかかる作業であり、
また観察した行動や臨床症状がか
ならずしも苦痛に特異的であると
はかぎらない。
　カナダのマギル大学の Jeffrey 
Mogil らは、マウスやラットにお
いて、表情の変化を観察するこ
とによって、迅速かつ信頼性をも
って苦痛を評価することができ
ることを示した 1,2）。この指標は、

「グリマス・スケール（grimace 
scale）」とよばれる。グリマス・
スケールは、さまざまな「顔面ア
クション単位（facial action unit）」
の変化を観察することによって苦
痛を評価するものである。「顔面
アクション単位」には、たとえば、
目を細めることや洞毛（触毛）の
位置の変化などが含まれる。な
お、“grimace”とは、「顔をしか

めること」を意味する。その後、
ニューカッスル大学の Matthew 
Leach らは、ウサギのグリマス・
スケールを開発した 3）。

グリマス・スケールを利用した実
験動物の苦痛度評価
　ヒト以外の哺乳類においても、
表情を示すことは示されていたも
のの、痛みと動物の表情の関連に
ついては充分な研究がおこなわれ
ていなかった。動物の表情から苦
痛を評価することができれば、研
究のみならず獣医臨床の場におい
ても有用であろうと考えられる。
　Mogil らは、グリマス・スケー
ルを開発するために、6 ～ 18 週
齢の ICR マウスの腹腔内に痛み
刺激をひき起こす 0.9% 酢酸溶液
を注射し、その表情をデジタルビ
デオカメラで観察した。動物の表
情は、5 つの顔面アクション単位
にもとづいて評価した。5 つの顔
面アクション単位とは、（1）目を
細めること（目の周囲に皺が見ら
れる）、（2）鼻橋部のふくらみ、（3）
頬筋のふくらみ、（4）耳介の位置、

（5）洞毛（触毛）の変化である。
なお、これらの顔面アクションの
うち、（1）、（2）、（3）は、人間が
痛みを感じているときにも見られ
るものである。Mogil らは、異な
る用量の痛み刺激物質を投与し、
これら 5 つの顔面アクションにつ

いて、それぞれ「見られない（0
点）」、「中等度（1点）」、「重度（2点）」
の点数評価をおこなって、マウス
の苦痛度を評価した。Mogil らは、
さまざまな行動や臨床症状の変化
とグリマス・スケールとの比較
もおこなっており、行動や臨床症
状の変化が見られないにもかかわ
らず、表情の変化がみられる場合
があることも示している。グリマ
ス・スケールには雌雄差はみられ
なかったという。また、適切な経
験や訓練を経たスタッフがおこな
った、グリマス・スケールを利用
した苦痛度評価の再現性はきわめ
て高いという。そのための訓練マ
ニュアルも提供されている。
　Leach らは、個体識別のために
ウサギに入墨する際に、ウサギが
どの程度の苦痛を被っているか評
価するためにグリマス・スケール
を開発した。さらに、グリマス・
スケールを利用して、入墨する際
に投与する局所麻酔薬（クリーム）
の鎮痛効果について検討をおこな
った。本研究は、ニュージーラン
ドホワイトウサギを使っておこな
われた。彼らは、グリマス・スケ
ールを行動や臨床症状（心拍数、
血圧、血中コルチコステロン濃度）
の変化と比較検討した。その結果、
局所麻酔薬を投与しなかった場合
は、行動の変化、発声、心拍数の
増加、血圧の上昇とともに表情の

マウス、ラット、ウサギの表情から
動物の苦痛度を評価する
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変化（グリマス・スケールの増
加）がみられた。血中コルチコス
テロン濃度には変化はみられなか
った。入墨後 1 時間が経過すると、
痛みの反応は認められなかった。
　Leach らの研究は、英国の法律

「動物（科学的）処置法 1986」に
定められている「個人免許」およ
び「プロジェクト免許」のもとで
実施された。この研究においては、
あらかじめ、「緊急」鎮痛処置の
規定が定められており、獣医師が
必要であると判断したときは、実
験動物にただちに鎮痛薬を投与
し、当該動物は実験から外される。
この規定は、すべての実験実施者
ならびに飼育管理者に周知されて
いる。
　グリマス・スケールは、行動や
臨床データの観察にくらべて、ケー
ジやペンなどの横でより短い時間で

（リアルタイムに）実験動物の苦痛
を評価することができるという利点
を有するが、ある程度の長さの時間
をかけて動物をよく観察し、苦痛と
は関係のない表情を識別することが
肝要である。なお、グリマス・スケ
ールは、動物が覚醒しているときの
み適用可能である。
　マウス、ラット、ウサギのグリ
マス・スケールは、「英国 3Rs 研
究センター（NC3Rs）」のウェブ
サイトに掲載されている 4）。ここ
に掲載されている英語版グリマ
ス・スケールは、笠井憲雪博士（東
北大学名誉教授）を中心とした翻
訳チームがすでに日本語版を作成
し、現在、客観的な第三者による
チェックを受けている。近い将来、
日本語版グリマス・スケールが公
表されることであろう。本稿にお
いては、敢えてグリマス・スケー
ルの日本語訳を示さないが、読者
におかれては、ぜひ原文も参照し

ていただきたい。

おわりに
　動物の表情から苦痛の程度を評
価することができるか否かについ
ては、議論の分かれるところであ
ろう。正直なところ、筆者は、初
めて Mogil らのグリマス・スケー
ルに関する論文を読んだとき、マ
ウスやラットの表情の変化から動
物の苦痛を評価する自信はなかっ
た。ごく最近、みずからグリマス・
スケールを日本語に翻訳し、実験
動物の苦痛の評価に活用している
企業を訪ねる機会があった。実際
にグリマス・スケールを利用して、
日常的に実験動物の苦痛を評価し
ているスタッフに「グリマス・ス
ケールを利用して動物の苦痛の評
価はできますか」と尋ねたところ、

「はい、できます」と自信に満ち
た答えが返ってきた。日々、グリ
マス・スケールを利用しているス
タッフのことばは重たい。
　医学の分野においては、アプガ
ー・スコア（APGAR score）と
いう評価法がよく知られている。
アプガー・スコアとは、出生後数
分間の重要な時間において、新生
児の状態を迅速に評価するための
評価法である。APGAR の“A”
は“appearance”（外観：皮膚の
色）、“P”は“Pulse”（心拍数）、

“G”は“Grimace”（顔をしかめ
ること：足底を叩くと、新生児は
顔をしかめる）、“A”は“Activity”

（活動）、“R”は“Respiration”（呼
吸）を意味する。出生直後にこれ
らのスコア（点数）を合計し、そ
の点数によって、蘇生術を施すこ
とが必要か否かを判定する。もの
言わぬ新生児の場合においても、

“Grimace”は重要な評価法の一部
となっているのである。

　ウサギのグリマス・スケールを
開発した Leach は、「グリマス・
スケールは、実験動物のみならず、
獣医臨床の場においても応用する
ことができる」と述べている。
　近年、医学の分野においては、
AI を利用した画像診断がおこな
われはじめている。やがて、小型
カメラとパソコンを使って、AI
を利用したグリマス・スケール評
価法が活用されるようになるかも
しれない。
　動物がいかに繊細に苦痛を感じ
ているかについて、筆者は本誌に
紹介をした。Mogil らによると、
マウスは同種他個体の痛みに共感
するという 5）。すなわち、苦痛を
被っている「仲間の」マウスを
見ることによって、疼痛感覚が刺
激されることが示唆されたのであ
る。このような現象は、苦痛を被
っている「見知らぬ」マウスを見
たときには、おこらなかったとい
う。
　日本語版グリマス・スケールが
活用され、実験動物の福祉がさら
に向上することを期待したい。
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